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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 約324 ha

平成 22 年度　～ 平成 27 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 平成21年度 平成27年度

人/日 平成20年度 平成27年度

％ 平成21年度 平成27年度

都道府県名 埼玉県 さいたま市 浦和
う ら わ

東部
と う ぶ

地区
ち く

計画期間 交付期間 27

大目標：様々な機能が充実した健康で快適な空間を創出するとともに、新たなコミュニティを支える都市機能を充実させる。
目標１：浦和美園駅前における生活支援機能等の充実
目標２：魅力ある市街地形成による人口増加
目標３：鉄道東西の回遊性、交通移動性の向上

・本地区では、第一期都市再生整備計画（平成16年～平成20年）において、浦和美園駅の駅前広場などの駅周辺の整備を行った。
・本地区は、さいたま市の東部、埼玉高速鉄道線「浦和美園」駅周辺に位置する地区であり、平成11年6月に市街化区域に編入されたところである。
・平成13年3月に特定土地区画整理事業の認可、埼玉高速鉄道線「浦和美園」駅が開業し、国道122号、国道463号バイパス、東北自動車道との接続が良好で交通利便性の高い地区である。また、埼玉スタジアム2002の拠点施設整備により商業系・住
居系の需要が高まっている。
・本地区では、埼玉高速鉄道線を挟んで、市施行の浦和東部第一特定土地区画整理事業、都市再生機構施行の浦和東部第二特定土地区画整理事業、及び岩槻南部新和西特定土地区画整理事業の計３つの土地区画整理事業が進められ、市の副
都心づくりが進められている。
・平成13年度に、本地区のまちづくり推進について検討するための有識者によるアドバイザー会議を開催し、地区の愛称を「彩の国　ウィングシティ」と定めるなど、地区の将来ビジョンについて検討している。
・平成16年2月、さいたま市総合振興計画において、当地区を含む浦和美園駅周辺は本市の副都心のひとつである「美園地区」として位置づけられた。
・平成17年4月、さいたま市スポーツ振興計画を策定し、「一市民一スポーツ」を基本理念に、当地区においてスポーツ・文化の交流等に資する施設の立地に努め、スタジアムとその周辺の水と緑を活かしたスポーツゾーンの形成を図ることが位置づけら
れた。
・平成17年4月に、さいたま市は岩槻市を合併し、ウイングシティとしての一体的なまちづくりを進めやすくなった。
・平成18年度には、高層集合住宅（657戸）の販売が開始され、平成18年4月には地区内に大規模ショッピングセンターが開業し、定着人口の増加及び公共施設の整備に対して高い効果が期待できる。

・さいたま市の副都心として、埼玉スタジアム2002を核としたまちづくりが進められており、今後も土地区画整理事業の円滑な推進を図るとともに、事業進捗に合わせ、道路や公園などの都市機能の整備充実を図る必要がある。
・さらに、副都心としてふさわしい高質空間を形成する必要があり、特に駅前空間の魅力や利便性の向上を図ることが必要である。これにより、地区全体の求心性を高め、新市街地として土地区画整理事業地内への定住促進を図る必要がある。
・鉄道の東西市街地に関しては、地区の一体性を高めるため、適切な道路整備と歩行者空間の確保が必要である。特に駅周辺部においては、駅アクセス性や駅部での東西市街地の連携強化、複数の歩行者ルートの確保などを行い、鉄道により分断さ
れた移動負荷の軽減を図る必要がある。

・さいたま市総合振興計画（平成18年１月改定）では、本地区は都心と連携しながら、その機能を補完するとともに、本市の都市活動を多様化する役割を持つ副都心として位置づけられているとともに、商業業務機能を有し、スポーツ、交流、自然をテー
マに、快適空間、快適生活を創造することを目指すとしている。
・また、緑区の将来像を「ホタル舞い・風かおる緑の街」とし、緑区のまちづくりのポイントとして、１．郷土愛を育てるまちづくり、２．生活者に優しいまちづくり、３．自然と共生するまちづくり、４．生活環境の整ったまちづくり、５．にぎわいのあるまちづくり、
の５つを掲げている。
・都市計画マスタープラン（平成17年12月策定）における、緑区の重点プランでは、『環境と共生した、新しい文化と交流が生まれる副都心の育成』として、「埼玉スタジアム２００２と連携し、アメニティ豊かなまちづくり推進と魅力ある景観形成」「浦和美園
駅の利便性向上を図る整備推進と周辺における集客力のある施設の誘導・集積」「浦和美園駅の利便性向上とイベント時の埼玉スタジアム２００２との連携強化」などを位置づけている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

浦和美園駅乗車人員 複合公共施設（コミュニティ施設）

人口定着と来街者の増加により、浦和美園駅の乗降客数の増加
が期待でき、地域交流や拠点性の向上を示す指標とする。 5,400 6,850

定住人口 土地区画整理事業地区内の住民基本台帳人口

魅力ある市街地形成により増加する定住人口を、市街地の成熟
度を示す指標とする。 3,482 5,600

駅周辺など市街地整備の満足度
市民意識調査の駅周辺など市街地整備に関する満足度：
緑区

駅利便性の向上や駅周辺部における生活支援機能の充実に加
え、土地区画整理事業の効果を示す指標とし、満足度の向上を目
標とする。

14.6 16.0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１：副都心の核となる浦和美園駅前において、地域生活を支える生活支援機能等の充実を図る。

・浦和美園駅の拠点性を高めるため、駅周辺の複合施設用地の整備と合わせて公的施設の整備を図り、地域住民の生活に資する多様な機能が連携し
た駅前空間の創出を図る。

《基幹事業》
・公的複合施設（地域生活基盤施設）
・公的複合施設（高次都市施設）
・公衆トイレ（高質空間形成施設）
・美園駅西口駅前広場バスシェルター（高質空間形成施設）
《提案事業》
・公的複合施設（地域創造支援事業）

整備方針２：定住人口の増加を促進するため、土地区画整理事業を円滑に推進し、魅力ある市街地を形成する。

・関連事業の土地区画整理事業の円滑な推進を図るとともに、土地区画整理事業と連携して魅力あふれる、快適性に優れた環境整備を進め、誰もが住
みたくなるような市街地の形成を図る。
・駅直近に整備する公的複合施設により、日常生活等へのサービス機能が充実した駅前空間を創出し、暮らしやすく便利な市街地を創出する。

《基幹事業》
・公的複合施設（高次都市施設）
《提案事業》
・公的複合施設（地域創造支援事業）
《関連事業》
・浦和東部第一特定土地区画整理事業
・浦和東部第二特定土地区画整理事業
・岩槻南新和西特定土地区画整理事業

整備方針３：鉄道で分断された東西市街地の連携強化を図るため、駅周辺部における東西市街地の回遊性、交通移動性の向上を図る。

・本地区は、「みそのウイングシティ」として一体的なテーマ性の基に整備が進められる地区であり、鉄道で分断される地区に関しては、適切な道路整備
により東西の一体性の確保を図る。
・交通結節点となる浦和美園駅に関しては、駅東口階段が整備済みであり、駅西口についても駅前広場の整備に合わせて駅西口階段の整備を行い、駅
舎と一体となった東西自由通路機能を確保する。

《基幹事業》
・美園駅西口階段（高次都市施設）
・都市計画道路美園３号線整備
・国道463号線バイパス・大門中野田線交差点



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業①社会資本整備総合交付金

（参考）全体交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 さいたま市 直 L=160m、W=16.8m 平成23年度 平成25年度 平成23年度 平成25年度 882 882 882 882

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 さいたま市 直 － 平成23年度 平成27年度 平成24年度 平成27年度 230 230 230 230

さいたま市 直 － 平成22年度 平成23年度 平成22年度 平成23年度 22 22 22 22

さいたま市 直 － 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 58 58 58 58

さいたま市 直 － 平成22年度 平成23年度 平成22年度 平成23年度 145 145 145 145

さいたま市 直 － 平成23年度 平成27年度 平成24年度 平成27年度 1,460 1,460 1,460 1,460

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,797 2,797 2,797 2,797 …A'

基幹事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 さいたま市 直 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 987 49 49 49

公園

河川

下水道 －

合計 987 49 49 49 …A''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

国費率 0.4

　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 3,807 　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 1522.8

　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 49 　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 19.6

交付対象事業費 3,856 交付限度額 1542.4

交付期間内事業期間
細項目 うち民負担分

美園３号線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

－

－

複合公共施設（災害用拠点
防災倉庫）

高質空間形成施設

美園駅西口公衆トイレ

美園駅西口駅前広場バス
シェルター

高次都市施設

美園駅西口階段

複合公共施設（コミュニティ施
設）

住宅市街地
総合整備
事業

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

－

0

細項目 うち民負担分

国道463号線バイパス・大門
中野田線交差点



基幹事業　総計（①＋②）

総計 2,846 2,846 2,846 …A=A'+A''

提案事業①社会資本整備総合交付金
（参考）全体交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

さいたま市 直 平成23年度 平成27年度 平成24年度 平成27年度 1,010 1,010 1,010 1,010

－

－

－

－

合計 1,010 1,010 1,010 1,010 …B'

提案事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

－

－

－

－

合計 0 0 0 0 …B''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

提案事業　総計（①＋②）

総計 1,010 1,010 1,010 …B=B'+B''

合計(A+B) 3,856
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
さいたま市 国土交通省 55.9ha ○ 平成12年度平成38年度 22,259

都市再生機構国土交通省 183.2ha ○ 平成12年度平成30年度 67,429

都市再生機構国土交通省 73.8ha ○ 平成12年度平成30年度 33,202

合計 122,890

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

複合公共施設
複合公共施設（図書館、教育
相談室）

まちづくり活動推進事
業

－

－

事業活用調査
－

－

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

まちづくり活動推進事
業

－

－

事業活用調査
－

－

事業期間
全体事業費

浦和東部第一特定土地区画整理事業 浦和東部第一地区

浦和東部第二特定土地区画整理事業 浦和東部第二地区

0

0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）

岩槻南部新和西特定土地区画整理事業 岩槻南部新和西地区



都市再生整備計画の区域

　浦和東部地区（埼玉県さいたま市） 面積 324 ha 区域
さいたま市緑区大字大崎、大字玄蕃新田、大字下野田、大字高畑、大字中
野田、大字南部領辻、大字上野田、大字寺山、大字大門の一部、
岩槻区大字尾ヶ崎、大字尾ヶ崎新田、大字釣上の一部

N さいたま市
浦和東部地区（約324ha）０ １ ３ ５ １０km



定住人口 （人） 3,482 （Ｈ21年度） → 5,600 （Ｈ27年度）
浦和美園駅乗降客数 （人） 5,400 （Ｈ20年度） → 6,850 （Ｈ27年度）
駅周辺など市街地整備の満足度 （％） 14.6 （Ｈ21年度） → 16.0 （Ｈ27年度）

　浦和東部地区（埼玉県さいたま市）　整備方針概要図

目標
１．浦和美園駅前における生活支援機能等の充実
２．魅力ある市街地形成による人口増加
３．鉄道東西の回遊性、交通移動性の向上

代表的
な指標

０

100 300 500 1,000mN

○関連事業

浦和東部第一特定土地区画整理事業
55.9ha（さいたま市施行）

○関連事業
浦和東部第二特定土地区画整理事業
183.2ha（都市再生機構施行）

○関連事業

岩槻南部新和西特定土地区画整理事業
73.8ha（都市再生機構施行）

■基幹事業 〔高質空間形成施設〕
美園駅西口公衆トイレ

■基幹事業 〔高次都市施設〕
美園駅西口階段（自由通路）

■基幹事業 〔高次都市施設〕
複合公共施設（コミュニティ施設）

□提案事業 〔地域創造支援事業〕
複合公共施設（図書館、教育相談室）

■基幹事業
都市計画道路美園３号線

■基幹事業 〔地域生活基盤施設〕
複合公共施設（災害用拠点防災倉庫）

東北自動車道

さいたま
スタジアム
2002

国
道
４
６
３
号

浦和I.C.

凡 例

提案事業

基幹事業

関連事業

■基幹事業 〔高質空間形成施設〕
美園駅西口駅前広場バスシェルター

■基幹事業
国道463号線バイパス・大
門中野田線交差点


